技専校 紹介DVD　芦原高等職業技術専門校　学科紹介
◆ナレーション

大阪ＪＲ環状線、芦原橋駅から歩いておよそ7分。

利便性の高いこの地に建てられた、大阪府立芦原高等職業技術専門校。
ここには、他の職業訓練施設とは異なる、ある特色があります。

◆（人西昭久　訓練課長インタビュー）

６科目の訓練科目を設置していますが、うち３科目が一般の方向け、残り３科目が障がい者の方向け。ハイブリッドというか、全国的にも珍しい科目構成になっています。一般の方は、一般的な職業訓練が受けられるけど、例えば障がい者の方にとってみると、実際に社会に出てから働くのと同じような環境（一般の方と同様に働くという環境）を体験できるので、有利と思う。

◆ナレーション

芦原高等職業技術専門校では、現在、一般科目として、主に中高年の離転職者を対象とした３つの科目と、発達・精神・知的障がいのある方を対象としたそれぞれの科目合わせて６つの職業訓練をおこなっています。

◎ビル設備管理科

◆ナレーション

商業ビルやオフィスビル、ホテルや病院などの電気・空調・給排水、ボイラーといった様々な設備を運営し、そこに集まる人々に安全で快適な環境を提供するビルメンテナンス業務。

「ビル設備管理科」では、６か月という短期間で再就職に「有利」とされる様々な資格に必要な知識を学びます。

第二種電気工事士、2級ボイラー技士、乙種第4類危険物取扱者、乙種第４類消防設備士、第三種冷凍機械責任者など。幅広い年齢層の方がチャレンジできることもこの科目の大きな特徴です。
主な就職先は、

《業種》ビルメンテナンス業（設備管理会社）
《職種》設備管理部門、メンテナンス技術者

◎ビル・ハウスクリーニング科

◆ナレーション

「ビル・ハウスクリーニング科」は、ビルや住宅の清掃に関する技能はもとより、建物の安全衛生、人への影響、環境への配慮などを学び、ビル、マンション、スーパー、学校、病院などで幅広く活躍できる「クリーニングのプロ」を養成しています。

ビルクリーニング技能士の検定に対応できるよう、検定と同じ４ｍ四方の枠内で実技訓練を行ったり、高圧洗浄や自動床洗浄機 といった器材を用いた清掃など、より実践的な訓練を行っています。

また、作業計画や、チームリーダーに必要な管理計画の作成法など、マネジメント力の育成にも力を入れ、就職先企業から、高い評価を得ています。
主な就職先は、

《業種》ビルメンテナンス業（清掃管理会社）、ハウスクリーニング業

《職種》清掃スタッフ、清掃管理者
◎建築内装ＣＡＤ科

◆ナレーション

「建築内装ＣＡＤ科」では、建物・インテリアに関する基礎知識や  CADの操作だけでなく、“製図を手描きする”といった基礎技能にも力を入れ、建築図面に対する理解力が高まるよう訓練しています。

また、将来、クライアントに対して、自らコーディネートしたプランを分かりやすく魅力的に伝えられるよう「プレゼンテーションの手法」を、見た目の美しさだけでなく建物の安全が確保できるよう「建築積算など」を、幅広く学習することで、建築・インテリア業界で活躍できる人材を育成しています。

（女子生徒インタビュー）

「私は本当に未経験でしたが訓練内容がしっかりしているので、就職に役に立った。自分のやりたいこととつながっているので、建築関係だったら、自分のやりたい方向に進めると思う」

主な就職先は、工務店、建築事務所、住宅リフォーム業、インテリアショールーム
◎キャリアチャレンジ科

◆ナレーション

「キャリアチャレンジ科」は、発達障がいのある方を対象とした科目です。

様々な作業や、就職後の色々な場面を想定した実践的な訓練、企業実習などを通して、職場適応力を養うとともに、パソコン操作や事務作業など就職に必要な能力の養成を行います。

（奥野隆久　主査インタビュー）

「（当科は）発達障がい者を対象とした訓練で、今まで働いてきたけれど、人とのコミュニケーションがうまくいかなかったとか、一生懸命頑張ったけど仕事をうまくこなせなかったとか、しんどい思いをされていて、なぜ自分がうまくいかないのかを授業の中で感じていただいて、自分の特性を理解して特性に応じた就職先を探していく。現在支援機関で支援を受けている方で、どうしても就職したいという強い気持ちをお持ちの方にきていただきたいと思っている。

主な就職先は、企業の総務・事務部門、商品管理部門　等
◎ジョブステップ科

◆ナレーション

精神障がい者を対象とした「ジョブステップ科」は、パソコン基本操作から、事務補助作業まで、特性に合わせた、きめ細かい訓練を通して、事務系職種の就労を目指します。また、社会生活技能訓練やビジネスマナーの習得により、職場適応能力を高めていきます。
主な就職先は、事務関連、物流関連

◎ワークアシスト科

◆ナレーション

「ワークアシスト科」は、知的障がいのある方を対象とした科目です。

サービス、事務、ものづくりなど、幅広い分野の訓練を行い、就職に結び付けていきます。

（渡部繁信　主査インタビュー）

「（当科では）まず、物流訓練、事務補助としてパソコンや電卓の訓練、ものづくり訓練。ものづくり訓練では、ものづくりの補助的な業務につくための基礎的な知識を学ぶ。「特性」と呼んでいるが、できることできないことがあるので、今のままでは就職が難しいといった方でも、当校の特性に合った訓練で就職できた人もいるので、きっと就職先が見つかると思う。

主な就職先は、

企業の総務・サービス部門、清掃会社、小売店のバックヤード業務
（人西課長インタビュー）

「再就職をめざす方、職業訓練を通じた就労支援をご検討いただきたいと思う。当校では、一般の方、障がい者の方、ともに訓練を通じて素晴らしい再就職を果たしてしていただけると思うので、ぜひよろしくお願いします」
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